
日本遺産の審査の進捗状況と今後のスケジュールについて

①日本遺産の認定は、2020年度までに100件程度目標としていたところ、現時点で104件（＋候補地域3件）

②日本遺産全体の底上げを図り、ブランド力を強化していくため、令和3年度から総括評価・継続審査及び候補地域の仕組みを導入

③認定件数は100件程度を堅持することとし、候補地域については、条件付き認定地域と相対評価を行い、上位の地域を日本遺産とすること
としている。（※日本遺産の認定件数が100件程度を超える場合。なお、「100件程度」が具体的に何件までを指すかは明示されていない）

候補地域の審査スケジュール

産業港湾部観光振興室
令和６年7月30日

① 文化庁は、令和6年7月23日、日本遺産候補地域における審査の途中経過を発表した。

② 結果、「北海道の『心臓』と呼ばれたまち・小樽」は第一段階の「日本遺産としての認定審査」を通過した
（候補地域３件中１件が通過）。

③ 今後、第二段階の「条件付き認定地域との点数評価プロセス（相対評価）」を経て、最終結果は年内に
公表される予定。

日時 審査過程

令和6（2024）年１月 文化庁から申請書類の提出依頼通知

1月29日～2月26日 文化庁との事前相談期間（事前相談は必須）

3月1日～7日 文化庁への申請書類（申請書・実績報告書・新たな地域活性化計画）の提出期間

○書類審査

○有識者による現地調査（5月17日実施）

7月23日 第一段階の審査結果公表

○条件付き認定地域との相対評価（点数評価）

・ 「R3年度に”条件付き認定地域”とされた4団体」との相対評価により、上位の地域を日本遺産とする。

・ 一次審査で提出済みの資料及び二次審査の追加資料を元に、「評価表」に基づく点数評価をされる。

年内目途 第二段階の審査結果公表

①岐阜市、②三朝町、③津和野町、④福岡・佐賀県内7自治体

【審査】 第一段階

日本遺産としての認定審査
（審査基準を満たしているか）

【審査】 第二段階

条件付き認定地域との
点数評価プロセス（相対評価）

総括評価の仕組みについて（文化庁）

文化庁によるプレスリリース（抜粋）

日本遺産認定

第二段階の審査に進む この段階では、まだ
日本遺産認定ではない

この段階で、日本遺産として
正式に認定を受けることとなる

参考

クリアすると・・・

クリアすると・・・

（＝最終結果）

定例記者会見配布資料

①小樽市、②京都市、③富津市・鋸南町
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